
11月8日はいい歯の日

毎回ご好評をいただいておりますオンラインで受講する「予防歯科フェスティバル」
今回初めて対面で受講する「予防歯科サミット」を開催する運びとなりました。
予防歯科フェスティバルと同様にオンラインの配信でもご参加いただけます。

リアル(対面)＆オンラインのハイブリットセミナー
「予防歯科サミット」開催決定！

画面を超えて
会いに行ける学び

対面だから感じられる先生の熱い思い
共に学び、成長する実感

in名古屋

リアル

オンライン

03:51～00:01 )日(日32月11年5202 ： 程日催開
Ａルーホンイメ ルーホンョシンベンコ屋古名 ： 場会

名051 ： 員定

)金(日02月2年6202～)月(日51月21年5202 ： 間期信配
しな限上 ： 員定

参加費 円000,2 ： 通共ンイランオ・ルアリ （税込）

4セミナー

※リアルに参加される方は追加料金なしでオンラインセミナーもご視聴いただけます。(お申し込み不要)

お申し込みはこちらから

150リアル
定員

名

お申し込みについて詳しくは裏面をご覧ください

※オンライン
は定員の上限

はございません。

詳しくは中面をご覧ください



timetable 
 2025年11月23日(日) 10:00～15:30start

リアル

セルフケア用品の紹介・販売を通して見える”仕事の景色”10:00～11:00
生涯の健康の礎を創る！ライフステージ別に”診る”ポイントとは？11:10～12:10
ランチタイム　12:10～13:00
CHPに基づく予防歯科の新潮流～地域医療とヘルスプロモーションの融合～13:00～14:00
”美歯革命”2025～スーパーホワイトニングと知覚過敏の真実～14:10～15:10

お弁当をご用意しております

セミナープログラム

セルフケア用品の紹介・販売を通して見える
”仕事の景色” 10：00～11：00

1993年　三重県立公衆衛生学院卒業 
1993年　一般歯科勤務
2010年　歯科診療所ひまわり勤務
2012年　歯科診療所ひまわり　
　　　　　チーフ就任

講 師

藤井 真紀 先生
ご略歴

セルフケア用品が院内で適切に提案・販売されることは、患者の健康維持・向上に寄与し、
医院経営にも好影響を与える「三方よし」の仕組みであると考えられます。
しかしながら、現在の日本の歯科業界では、この分野が依然としてドラッグストアなどの
一般流通に依存しており、専門家による介入が十分とは言えません。

生涯の健康の礎を創る！
ライフステージ別に”診る”ポイントとは？ 11：10～12：10

2011年　新東京歯科衛生士学校卒業
2011年　都内一般歯科勤務  
2023年　日本歯周病学会認定歯科衛生士
2025年　立川北デンタルオフィス勤務

ご略歴

歯周治療を専門とし、乳幼児から高齢者まで各世代の口腔管理に携わる。 
根本原因へのアプローチから口腔育成の重要性に着目し、
予防から再建までを支える歯科衛生士として活動。
地域医療における歯科の役割拡大を目指し、
多職種連携や啓発活動にも力を注いでいる。 

・歯科医療情報誌「C&C」Vol.66 取材記事掲載
・日本デンタルショー2025 ササキブースにてご登壇予定 

また、これらの疾患の背景には呼吸、嚥下、姿勢、栄養、習癖などの全身的・発育的因子が関与しており、
特に小児期における「口腔育成」の重要性が近年注目されています。
さらに、歯周治療は歯の延命だけでなく、全身疾患との関連を見据えた健康維持においても極めて重要な
役割を担います。  
歯の喪失を予防するために、個々の病態を点として捉えるのではなく、口腔と全身のつながりを
理解したうえで歯科だけに限らず、医療全体として線/面として包括的に診る姿勢の必要性を提言します。

したがって、歯の保存と口腔機能の維持には、個々の要因に対する対症的な対応に留まらず、
包括的かつ予防的な視点からの介入が不可欠です。 
本講演では、日常臨床において私たちが実践するアプローチを紹介いたします。 

歯の喪失に関与する主な三大要素として、
歯周病 が挙げられます。 

これらはそれぞれ独立した疾患ですが、実際の臨床においては相互に関連し合い、
複雑に進行することが多いからです。

歯科衛生士の業務は従来、予防処置や保健指導などが中心とされてきましたが、
近年ではセルフケア用品の提案・販売を通じた患者支援の重要性が高まっています。

DH

講 師

歌田 紗季 先生DH

本講演では、

●こうした現状を変える可能性を歯科衛生士が持っていること     
●セルフケア用品の紹介・販売という視点から、歯科衛生士の新たな役割ややりがい
●若手スタッフにその意義をどう伝えていくかという課題、モチベーション維持の工夫

「ケア用品を伝えること」が単なる販売行為ではなく、専門職としての診療の延長線上にある
という視点から、歯科衛生士としての成長と未来の可能性について参加者の皆様とともに
考える機会となれば幸いです。 

などにも触れていきます。

timetable 
 2025年11月23日(日) 10:00～15:30start

リアル
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DH

講 師

歌田 紗季 先生DH

本講演では、
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※オンラインセミナーは、リアルセミナーの収録映像を配信いたします。 

視聴方法
 配信期間：2025年12月15日(月)～2026年2月20日(金)

オンライン

■ご入金が確認できた申込者様には配信開始以降、視聴専用ページを順次ご案内いたします。詳細は裏表紙をご参照ください。
視聴の際には、お申し込み時にご登録いただいた「メールアドレス」と「お名前」の入力が必要です。
■ご視聴にかかる通信費・接続利用料金等は、参加者様の自己負担となります。
Wi-Fi接続またはモバイルデータ通信を利用する場合は、あらかじめご確認のうえ、ご視聴ください。

録画・録音・撮影・スクリーンショットやダウンロード、および視聴URLの無断転載や共有は
固く禁止させていただきます。

”美歯革命”2025
～スーパーホワイトニングと知覚過敏の真実～ 14：10～15：10

1996年　岐阜放送ラジオパーソナリティ      
2007年　名古屋ユマニテク
　　　　　歯科衛生専門学校卒業      
2019年　Pan PAC 
　　　　　Hawaii Dental Academy 参加      
2021年　歯美人DIARY（株）設立 

講 師

ご略歴

ご略歴

本講演では、

近年では薬剤や機器の進化により、短時間かつ高効果な“スーパーホワイトニング”が登場し、
臨床現場に革新をもたらしています。   
一方で、ホワイトニング後の知覚過敏は依然として患者満足度に
大きく影響を与える課題であり、歯科医療従事者には最新の科学的知見に基づいた
予防・対処法の理解と応用が求められています。     
  

最新の研究動向や今後の展望について、エビデンスと実際の症例を交えながら解説します。 
「白さ」と「快適さ」の両立を目指す次世代のホワイトニング戦略を、明日からの臨床に活かす
ヒントとしてお持ち帰りいただける内容となっております。

CHPに基づく予防歯科の新潮流
～地域医療とヘルスプロモーションの融合～ 13：00～14：00

講 師 近年、「治す医療」から「防ぐ医療」へのシフトが加速する中、歯科医療の
現場にも、単なる処置ではなく「関わり」の質が問われる時代が来ています。 

Clinical Health Promotion（CHP：クリニカル・ヘルス・プロモーション）は、
患者さんの生活背景や価値観に寄り添い、行動変容を促す新しいアプローチ
です。口だけでなく「人を診る」私たちにとって、今まさに求められている視点
ではないでしょうか。 

本講演では、CHPの考え方をベースに、「歯磨きしなきゃ…」が
「自分のために磨きたい！」に変わるような、心を動かすコミュニケーションや、
患者さんが“また来たくなる”関わり方をお伝えします。  

2024年/2025年　ササキ予防歯科フェスティバル２年連続ご登壇
・名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校 非常勤講師
・日本アンチエイジング歯科学会　理事
・一般社団法人　全国高齢者食育協会　理事
・ホワイトニングエキスパート
・プロフィーラキシスエキスパート
・バクテリアセラピストエキスパート

●現行のホワイトニング技術の比較と進化      
●知覚過敏の発生メカニズムとリスクファクター      
●臨床での効果的な対策法（材料・塗布法・プロトコール） 

さらに

● CHPに基づいた保健指導の組み立て方    
● 行動科学を活かしたアプローチの具体例    
● 地域包括ケアや多職種連携とのリアルなつながり    
● 健康格差に配慮した実践のヒント   

 2002年  愛知学院大学歯学部卒業   
2003年  福井県たけの子歯科勤務   
2006年  むとう歯科医院勤務   
2014年  医療法人 幸創会 幸創会開設 
              理事長就任   
2017年  移転・むとう歯科医院院長就任   

・日本老年歯科医学会 会員   
・日本障害者歯科学会 会員   
・日本口腔ケア学会 評議員   
・日本摂食嚥下
　リハビリテーション学会 認定士   
・日本口腔インプラント学会 会員   
・国際歯周内科学研究会 評議員   
・日本口腔感染症学会 会員   
・CHP研究会 代表   

ご略歴
2015年  名古屋デンタル衛生士学院卒業
2015年  むとう歯科医院勤務
2016年  むとう歯科医院幹部就任
 

むとう歯科医院入職2年目で幹部に
就任し、人材育成や教育システム構
築、業務改善に従事。現在は全国の
歯科医院を対象に、育成・離職防止・
チーム力向上をテーマとした院内
研修や講演を行う。ヘルスプロモー
ションの視点を取り入れた実践的な
内容が好評。デンタルショーや企業
向け健康経営セミナーにも登壇し、 
歯科衛生士の主体性とやりがいを
引き出す支援を続けている。 

高木 佐知子 先生DH

萬谷 梓 先生DH

武藤 直広 先生Dｒ

 

審美歯科の需要が年々高まる中で、ホワイトニングは今や多くの患者が希望する
　　　　　　　の一つとなっています。治療選択肢

※オンラインセミナーは、リアルセミナーの収録映像を配信いたします。 

視聴方法
 配信期間：2025年12月15日(月)～2026年2月20日(金)

オンライン

■ご入金が確認できた申込者様には配信開始以降、視聴専用ページを順次ご案内いたします。詳細は裏表紙をご参照ください。
視聴の際には、お申し込み時にご登録いただいた「メールアドレス」と「お名前」の入力が必要です。
■ご視聴にかかる通信費・接続利用料金等は、参加者様の自己負担となります。
Wi-Fi接続またはモバイルデータ通信を利用する場合は、あらかじめご確認のうえ、ご視聴ください。

録画・録音・撮影・スクリーンショットやダウンロード、および視聴URLの無断転載や共有は
固く禁止させていただきます。

 

  

”美歯革命”2025
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近年では薬剤や機器の進化により、短時間かつ高効果な“スーパーホワイトニング”が登場し、
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一方で、ホワイトニング後の知覚過敏は依然として患者満足度に
大きく影響を与える課題であり、歯科医療従事者には最新の科学的知見に基づいた
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講 師 近年、「治す医療」から「防ぐ医療」へのシフトが加速する中、歯科医療の
現場にも、単なる処置ではなく「関わり」の質が問われる時代が来ています。 

Clinical Health Promotion（CHP：クリニカル・ヘルス・プロモーション）は、
患者さんの生活背景や価値観に寄り添い、行動変容を促す新しいアプローチ
です。口だけでなく「人を診る」私たちにとって、今まさに求められている視点
ではないでしょうか。 

本講演では、CHPの考え方をベースに、「歯磨きしなきゃ…」が
「自分のために磨きたい！」に変わるような、心を動かすコミュニケーションや、
患者さんが“また来たくなる”関わり方をお伝えします。  

2024年/2025年　ササキ予防歯科フェスティバル２年連続ご登壇
・名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校 非常勤講師
・日本アンチエイジング歯科学会　理事
・一般社団法人　全国高齢者食育協会　理事
・ホワイトニングエキスパート
・プロフィーラキシスエキスパート
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●知覚過敏の発生メカニズムとリスクファクター     
●臨床での効果的な対策法（材料・塗布法・プロトコール） 

さらに

● CHPに基づいた保健指導の組み立て方    
● 行動科学を活かしたアプローチの具体例    
● 地域包括ケアや多職種連携とのリアルなつながり   
● 健康格差に配慮した実践のヒント   

 2002年  愛知学院大学歯学部卒業   
2003年  福井県たけの子歯科勤務   
2006年  むとう歯科医院勤務   
2014年  医療法人 幸創会 幸創会開設 
              理事長就任   
2017年  移転・むとう歯科医院院長就任   

・日本老年歯科医学会 会員   
・日本障害者歯科学会 会員   
・日本口腔ケア学会 評議員   
・日本摂食嚥下
　リハビリテーション学会 認定士   
・日本口腔インプラント学会 会員   
・国際歯周内科学研究会 評議員   
・日本口腔感染症学会 会員   
・CHP研究会 代表   

ご略歴
2015年  名古屋デンタル衛生士学院卒業
2015年  むとう歯科医院勤務
2016年  むとう歯科医院幹部就任
 

むとう歯科医院入職2年目で幹部に
就任し、人材育成や教育システム構
築、業務改善に従事。現在は全国の
歯科医院を対象に、育成・離職防止・
チーム力向上をテーマとした院内
研修や講演を行う。ヘルスプロモー
ションの視点を取り入れた実践的な
内容が好評。デンタルショーや企業
向け健康経営セミナーにも登壇し、 
歯科衛生士の主体性とやりがいを
引き出す支援を続けている。 

高木 佐知子 先生DH

萬谷 梓 先生DH

武藤 直広 先生Dｒ

 

審美歯科の需要が年々高まる中で、ホワイトニングは今や多くの患者が希望する
　　　　　　　の一つとなっています。治療選択肢
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名古屋コンベンションホール メインホールＡ

会場アクセス

▶あおなみ線利用　
JR「名古屋」駅から3分「ささしまライブ駅」下車

▶ささしまウェルカムバス利用　
「名古屋駅（ミッドランドスクエア前）」から4～8分
「グローバルゲート南駅」下車

▶JR「名古屋」駅　
広小路口から徒歩12分 
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名古屋駅からのアクセス

参加費の入金について

お申し込み詳細

振 込 先▶三井住友銀行  豊橋支店  当座8508774  口座名義▶ササキ株式会社

① ホームページの「お申し込み」ボタンよりお願いいたします。

② リアルまたはオンラインいずれかの参加方法をご選択の上、お申し込みください。
※リアルに参加される方は追加料金なしでオンラインセミナーもご視聴いただけます。(お申し込み不要)
※オンラインセミナーはお申し込み者以外の視聴、転送・転用不可です。

参加費▶リアル・オンライン共通 2,000円（税込）

※恐れ入りますが、振込手数料はお申し込み者様にてご負担くださいますようお願い申し上げます。

●リアル
入金期限はお申し込み日より2週間以内とさせていただきます。
お申し込み順で仮受付とし、ご入金をもって正式なお申込み完了となりますので、期限
内のお手続きをお願いいたします。
なお、ご入金後のキャンセルはお受けできませんので、あらかじめご了承ください。
期限内にご入金の確認ができない場合は自動的にキャンセル扱いとなります。
定員はお申し込み順を優先し、期限内にご入金いただいた方から順に確定いたします。
キャンセルにより空きが出た場合は、キャンセル待ちの方へ順次ご連絡いたします。

●オンライン
入金期限は設けておりませんが、ご入金が確認できた方へ順次、視聴URLをご案内
いたします。
12月12日（金）までにご入金が確認できた方には、12月15日（月）10時頃に視聴
URLをご案内いたします。
12月16日以降は、ご入金確認の翌営業日に順次ご案内いたします。

※年内の最終入金確認日は12月26日（金）、年始の確認再開は2026年1月5日（月）です。
※12月30日（火）～2026年1月4日（日）はお問い合わせ対応および視聴URLのご案内を休止
いたします。　年末年始にご視聴を予定されている方は、お早めにお申し込み・ご入金ください。

視聴する際にお申し込みのお名前とメールアドレスをご入力いただきます。
お申し込みの確認できない方の視聴が見つかりましたら視聴料金を請求させていただく場合があります。

【主催】ササキ株式会社　【協力】ソルベンタム合同会社 
　　　　　　  担当：ササキ株式会社 事業推進室  北村 webmaster@sasaki-kk.co.jpお問い合わせ

※ご入金は必ずお申し込み完了後にお願いいたします。

※駐車券のご用意はございません。

リアル参加費をお振込みの際は、振込名義人（お申し込み者様名）の前に  】00【 ）ウロタキササ00：例（ 。いさだく力入ごず必を
オンライン参加費をお振込みの際は、振込名義人（お申し込み者様名）の前に 【99】 ）コナハキササ99：例（ 。いさだく力入ごず必を 


